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直接的アジドメチル化法を開発

　岐阜大学大学院連合創薬医療情報研究科の澤畑凌雅大学院生と、工学部の喜多村

徳昭准教授（同研究科、高等研究院 One Medicineトランスレーショナルリサーチセン

ター（COMIT）、人工知能研究推進センター兼任）による研究グループは、N-アジドメチ

ルジスルホンイミドを用いたチオールの硫黄原子への直接的なアジドメチル化反応（S-

アジドメチル化反応）の開発に成功しました。

　当研究グループは、先行研究において、類例のない窒素原子上での直接的なアジド

メチル化反応（N-アジドメチル化反応）を開発しました。本反応によりN-アジドメチルジ

スルホンイミド誘導体が効率的に得られることを見いだしています。

　今回、4位にトリフルオロメチル基が置換したベンゼン環を有するN-アジドメチルジ

スルホンイミド誘導体を用いると、様々なチオールの硫黄原子上に直接的にアジドメチ

ル基を導入できることを見いだしました。本反応は、アミノ基や水酸基などの極性官能

基が共存する基質にも適用可能であり、メルカプト基選択的に反応が進行します。さら

に、本反応で得られるS-アジドメチル化合物が、O-アジドメチル化剤としても機能する

ことが明らかとなり、今後の有機合成や分子修飾への応用が期待されます。

トップ ＞ 研究・採択情報 ＞

LINEで送る シェア ポスト

反応剤リレーにより多様なアジド化合物の合成

がより簡便かつ高効率に

2025

2024

2023

2022

2021

2020

2019

2018

2017

2016

2015

2014

2013

EN 交通アクセス 学内案内図 問い合わせ先

大学案

内

学部・大学院・附属

施設

入試案

内

教育・学生生

活

就職支援・キャリア

支援

研究・産官学連

携

地域貢

献

国際交

流

受験希望の方へ 在学生の方へ 保護者の方へ 卒業生の方へ 地域の方へ 企業の方へ

寄付する

https://line.me/R/share?text=%E7%9B%B4%E6%8E%A5%E7%9A%84%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%83%89%E3%83%A1%E3%83%81%E3%83%AB%E5%8C%96%E6%B3%95%E3%82%92%E9%96%8B%E7%99%BA%20https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/2025/10/entry02-14621.html
https://www.facebook.com/sharer/sharer.php?u=https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/2025/10/entry02-14621.html
https://twitter.com/intent/tweet?url=https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/2025/10/entry02-14621.html&text=%E7%9B%B4%E6%8E%A5%E7%9A%84%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%83%89%E3%83%A1%E3%83%81%E3%83%AB%E5%8C%96%E6%B3%95%E3%82%92%E9%96%8B%E7%99%BA
https://www.gifu-u.ac.jp/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2025/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2024/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2023/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2022/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2021/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2020/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2019/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2018/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2017/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2016/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2015/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2014/
https://www.gifu-u.ac.jp/news/research/fiscal/2013/
https://www.gifu-u.ac.jp/en/
https://www.gifu-u.ac.jp/access/
https://www.gifu-u.ac.jp/campus_map/
https://www.gifu-u.ac.jp/contact/
https://x.com/GifuUniv_PR
https://x.com/GifuUniv_PR
https://www.youtube.com/channel/UCFwXm4k3zmm0eNKFj0sqzmA
https://www.youtube.com/channel/UCFwXm4k3zmm0eNKFj0sqzmA
https://www.gifu-u.ac.jp/fund/
https://www.gifu-u.ac.jp/prospective/
https://www.gifu-u.ac.jp/current/
https://www.gifu-u.ac.jp/parents/
https://www.gifu-u.ac.jp/almuni/
https://www.gifu-u.ac.jp/visitors/
https://www.gifu-u.ac.jp/corporations/
https://www.gifu-u.ac.jp/


　本研究成果は、現地時間2025年9月11日にOrganic Letters誌のオンライン版で発

表されました。

反応剤リレーによる多様なアジド化合物の効率的合成

本研究のポイント

先行研究で確立したN-アジドメチル化反応により得られるN-アジドメチルジスル

ホンイミド誘導体が、S-アジドメチル化剤として有効であることを発見しました。

本手法は基質適用範囲が広く、極性官能基が共存する基質にも適用可能です。

本反応で得られるS-アジドメチル化合物がO-アジドメチル化剤として機能するこ

とを明らかにし、反応剤リレーにより多様な基質への展開性を示しました。
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